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方より上部，中央部，下部)，大腸，肝臓，脾臓，腎臓

左右，睾丸左右などの各部を10％中性ホリマリン水に浸

漬固定後，パラフィン包埋し，４，ｕの切片を作成した．

また幼虫注入部皮層および肺（左右）は４βの連続切片

とし，骨は脱灰後セロイジン包埋で20～30βの切片を作

成した．染色は主としてヘマトキシリン・エオジン染色

(ＨＥ染色）を行なった．一部皮層および肺ではエラス

チカ・ワンギーソン染色（ＥＶＧ染色）を施して血管壁

を観察した．また肺では石灰化を見るためKossa氏銀

染色を行なった．

以上のほかに,注入感染幼虫が筋肉を直接穿孔して,胸

腔へ侵入し肺に移行するものか否かを検索した．すなわ

ちラットの胸部皮下組織内に上記同様の材料幼虫10,000

匹を注入して２，３，４時間後に屠殺解剖し，注入部お

よび非注入部の胸部筋肉，肋骨を10％中性ホルマリン水

固定後，セロイジン包埋し，２０/`の標本を作成，これに

ＨＥ染色を施して感染幼虫の移行を検索した．

なお対照としてラット固有の寄生虫である８.’一α耐

幼虫4,800～８，０００匹をこれまでと同様の方法でラットに

感染後，１，２，３，４，５日目に屠殺し各標本を作成

観察比較した．

はじめに

糞線虫症についての病理組織学的研究は，大平(1913,

1918,1919)，志村（1918,1919)，三好・高橋（1951)，

KawajieZα/､(1956)，Galliard（1967)，Stemmermann

(1967）らが人体感染例について報告している．これら

研究報告には人体固有のＳＺｒｏ"gyZo/ｍＳｒＣ'てｏｒαJ/ｓの

感染で主に最終寄生部位である腸管での病理組織学的所

見が述べられている．しかし前報で報告したように糞線

虫が異宿主に感染した場合の病理組織学的検索の行なわ

れた研究はほとんど見られない．人間の生活環境を考え

てみると周囲に多在する家畜および野獣に寄生する糞線

虫が，異宿主である人体へ感染する機会は多いものと思

われる．それが大部分の糞線虫種は各自の固有宿主に対

するようには人に寄生は起らないので，人体に対してい

かなる病害を与えているかは全く不明であった．

本研究は前報の成績を基にして異宿主側の示す反応を

調べたすなわちＳ〃o"gMoj`どｓ/MJe6o7"ｉ感染幼虫

による感染ラットより経日的に各部の組織標本を作成

し，感染幼虫が異宿主ラットに与える組織障害と幼虫の

移行状態を検索した．

結果材料および方法

感染幼虫注入ラットの病理組織学的検索は感染幼虫注

入10分後より経時的に４週間後まで各部の組織の標本を

作成して観察したその結果，注入幼虫の見られた組織

は腹部皮下組織および筋肉,鼠径部皮下組織,肋間筋,大

胸筋，腋窩皮下組織および肺の６カ所で他組織では幼虫

が観察できなかった(表-1)．対照としてＳ、γα/が幼虫を

注入感染したラットの各組織切片標本を作成し，幼虫の

移行および宿主の反応を調べた．両者を比較してみると

S・’一α/〃は感染３日目から以後最終寄生部位の小腸上部

に幼虫が移行寄生していたのに反し，ＳＭＭ/e6oγ"ｉ幼

Stro,zgyJo/此s/Ｍ/e6o伽感染幼虫は前報において取

得した材料と同様の方法で集めた．この幼虫を滅菌生理

食塩水で５回遠心沈澱洗牒を行ない無菌的にした後，体

重1009のWistar系雄ラット右後腹部皮下に約10,000

1匹を注入した．感染幼虫注入ラットは以後経日的に10,

30分，１，３，６，９，１２，１８時間，１，２，３，４，

５，６，７，８，９，１０日，２，３，４週と頚動脈切断

により放血屠殺し，幼虫注入部皮膚および同腹部筋肉，

各肢リンパ節，胸部左右筋肉，胸骨，顎下腺，頭蓋骨，

鼻骨，大脳，小脳，食道上部，食道下部，胃，小腸（上

（１）
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られた（写真-2)．

６時間目では，皮下組織における炎症性水腫と白血球

浸潤はかなり強くなっていた（写真-3)．その部には，

構造の明らかな，強い障害をうけていない幼虫が水腫`性

の結合織内や，内皮細胞でかこまれた細い血管腔内に存

在しているのを認めることができた（写真－４，５，６）．

また皮内組織の小血管の一部は拡張し，内壁に多数の白

血球の膠着をきたしており，強い血行障害のあることを

示していた．このような強い血行障害は，この部の小血

管内に侵入した幼虫によるものと考えられる．（写真-7）

９時間目では，皮下組織にかなり強い漿液および白血

球の浸潤があり，幼虫をいれた小血管の壁にはかなり強

い白血球浸潤がみられた（写真-8)．血管腔内の虫体は

縮小していて，構造も明らかではなく，障害をある程度

うけているように考えられた．

１日目では，注入部位の皮下組織の白血球浸潤はさら

に強くなり，処々に比較的大きな嚢胞が形成されていた

(写真-9)．このような襄胞の壁には常に強い白血球浸潤ｌ

が存在しているので，恐らく幼虫塊を被包していたもの

と考えられる．

２日目以後では注入部の幼虫は数を減じてゆき，皮下

組織の彦出性炎も次第に軽くなっていた．組織内に残存

している幼虫は，ほとんど常に縮小あるいは構造の変化

を示していて，周囲にリンパ球や組織球などを混ずる肉

芽組織の増殖を起こしていた（写真-10,11,12)．

３週間目では，注入部位の皮下組織には少数の円形細

胞の浸潤をともなう線維性結合織の軽度の増殖がみられ

た（写真-13)．しかしながら，上述した肉芽組織で囲ま

虫は全実験中小腸で観察されなかった点が最大の相違で

あった．その他注入部皮下組織でＳ､／ＭＭＣ'一"／は長

期間残留していたのに反し，８．ノーαzL〃は感染後１，２日

目まで見られ，３日目からは観察されなかった．次に肺

ではＳ､／MZe6o7"ｉは全期間に幼虫が認められたのに，

Ｓγα城では感染３，４日目にのみ観察された．また

S､／MJe6or"ｉは肺で宿主側の反応を著しく受け肉芽組

織形成などが見られたが，Ｓ､７－αz〃は出血および軽度の

細胞浸潤のみが見られ，しかも形態の明確な幼虫が多数

観察された．次にＳ､/Ｍ/e6o7W／幼虫感染ラットの肺

を経日的に60枚の標本について観察し移行幼虫および肉

芽腫数を調べた．感染９日目までその数は増加し，以後

減少して35日目まで観察された．以下各幼虫の存在が確

認された組織を部位別に述べる．

１）後腹部皮下組織の感染幼虫注入による変化

注入10分後より１時間目までは，幼虫は皮下の注入部

位に多数散在していた．皮下組織は水腫性でリンパ球，

多形核白血球，組織球などよりなる軽度の炎症性細胞浸

潤を示していた．（写真-1)．所によっては幼虫および血

管の周囲に細胞浸潤が見られた．これらの所見は時間の

経過と共に増強した．他方腹部筋肉中には幼虫の移行お

よび細胞浸潤は認められなかった．

３時間目には，皮下組織の炎症性水腫や白血球浸潤は

やや強くなり，隣接組織に波及していた．幼虫周囲には

強い細胞浸潤が見られるようになり，またエオジンで強

く染色され形態が崩壊して死滅した幼虫と考えられるも

のが多く観察されるようになった．一方幼虫塊をいれて

いた壁に軽度の炎症'性細胞浸潤をともなう小嚢胞も認め

（２）
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れた幼虫体は４週目にも認めることができた(写真-14）

ワンギーソン染色により血管壁構造の弾力性線維を調

べたが明確なる血管壁破綻による出血像または幼虫の侵

入像は認められなかった．

２）肺における変化

注入６時間目より18時間目までは肺への幼虫の移行は

見られなかった．軽度な巣状出血が散在性に肺胞内や気

管支内に見られたが，そのような部位の血管内でも，ま

た肺胞内でも幼虫は認められなかった．気管支周囲に白

血球，リンパ球などの炎症`性細胞浸潤があった（写真-

15)．１日目には，肺には充血とびまん性出血がみられ

た．肺胞壁は肥厚し，細胞の増殖やリンパ球，白血球な

どの浸潤をきたしていた．肥厚した肺胞壁の一部には横

'断された幼虫体がみられ，周囲に白血球浸潤と細胞の増

殖を起こしていた（写真-16)．２日目では，肺の充血お

よび出血はさらに広範囲にみられ，出血をきたした肺胞

内や気管支腔内には処々に幼虫が存在していた．肺動脈

枝の一部には壁の破綻が弾力線維染色で明らかに認め

られた（写真-17)．５日目では，広汎な充血と出血のほ

かに，炎症性細胞浸潤のために肥厚した気管支周囲の間

質内にしばしば幼虫体の一部がみられた（写真-18)．こ

れらの幼虫体の周囲には組織球性細胞の増殖や白血球

浸潤をきたしていた（写真-19)．また，細い気管支に近

接する肺動脈枝の一部では，幼虫による動脈壁の破綻が

みられた（写真-20)．６日目においても肺の充血と出血

の程度はほぼ前日と同様の所見であったが，比較的細い

肺動脈枝の血管腔内にコイル状をなした幼虫体の一部が

存在する像が見られた（写真-21)．幼虫体を有する異物

肉芽瞳の形成，肺胞内および気管支内への幼虫の移行，

出血，炎症性細胞浸潤などは時日の経過とともに漸時増

`強した．標本１枚当りの肉芽腫および幼虫体数を調べて

みると注入後漸次その数は増加し，９日目では最高の9.5

個(総数572個)をみとめた(写真-22,23)．これらの肉芽腫

および幼虫の数は10日以後は減少して行くが，５週間後

においても幼虫は少数ながら観察された(表-1)．１０日目

では肺には軽度な問質性炎，気管支肺炎，形態が崩壊し

てエオジンで濃染した幼虫体が見られた．またコッサ氏

銀染色で肺動脈内膜に侵入した幼虫への石灰沈着がみら

れ，その部の血管壁は破壊され壊死を起こしており，周

,囲には形質細胞の浸潤があった．２，３，４週間後ではい

ずれも肺の所見は軽快し，明らかな形態をそなえた幼虫

体はヘマトキシリン・エオジン染色では認められなかっ

た（写真-24)．しかしながらコッサ染色では35日後の肺

動脈枝の壁に石灰化した幼虫とみなされるものをみた．

３）各肢リンパ節の変化

感染幼虫注入１日目より５週後までの各時期におい

て，鼠径および腋窩リンパ節には著しい腫脹はみられな

かった．

４）胸部筋肉内における変化

感染幼虫注入１日目の肋間筋脂肪織内に形態の明確な

幼虫が移行しており，その周囲には軽度な漿液性炎が認

められた（写真-25）以後８日目までへマトキシリンで

染色され形態の明確な幼虫が筋肉間にみられることがあ

った．しかしながらこれらの幼虫の周囲には炎症性反応

はほとんど認められなかった．

５）胸部皮下組織に注入した幼虫の拡がり

胸部の皮下組織に注入した幼虫は２，３，４日後に大

胸筋への移行は見られるが（写真-26)，それより深部の

外肋間筋および内肋間筋への移行は認められなかった．

３日目では皮下組織内に線維芽細胞，好中球および肥満

細胞の出現が見られた．また反対側の胸部皮下組織およ

び胸部筋肉内血管周囲には肥満細胞の浸潤が認められた

が，その部位に幼虫は存在していなかった．いずれの時

期においても,胸膜膣には炎症性変化はみられなかった．

考察

一般に寄生性線虫類は宿主特異性が強いといわれてい

るが，なかには家畜または野性獣類に寄生している寄

生虫が偶然に人体へ侵入して発育寄生または幼虫による

皮層爬行症などの種々なる障害を引き起こす事が知られ

ている．また近年Beaver（1956,1969）により移行性

幼虫症（Larvamigrans）の問題が提起された．我が国

においてはアニサキス症，犬回虫症，犬糸状虫症などの

研究が盛んに行なわれつつある．

著者は前報においてサルの糞線虫を異宿主であるラッ

トへ感染させた場合，いかなる体内移行を行なうものか

を検討した．その結果小腸末端部および盲腸を除くすべ

ての組織から幼虫が回収されて広く体内に移行する事が

判明した.この事についてはStankiewiczandBezubick

(1967）がＳ・Ｐ`JPjJZosl`ｓで実験し，異宿主では固有宿

主よりも感染幼虫が広く分布したと同様の成績を述べて

いる．

本研究は前回の実験成績を基にして，感染幼虫注入ラ

ットの病理組織学的検索を行ない，幼虫の体内移行およ

び宿主の幼虫に対する反応を検討してみた．幼虫の移行

は前回の成績に比較して，組織標本で幼虫の見られた部

位は腹部皮下組織および筋肉，鼠径部皮下組織，肋間

筋，大胸筋，腋窩皮下組織および肺の６カ所と非常に少

（３）
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"IMSを使って異宿主に注入した実験にも示されてい

る．すなわち犬鉤虫およびlVWosrγo"gy血ｓ,"、ｓの

幼虫は肺で細胞浸潤を受け，遊走細胞または多形核細胞

による幼虫性結節形成により幼虫は死滅，吸収される所

見が認められたと報告され，Ｓ､/MJe6or"／のラット体

内での経過は以上の犬鉤虫，Mpposzγo"gyZ"ｓ,"!`γ,ｓ

の経過と類似していることが判明した．一方各筋肉内に

見られる幼虫の殆んどは細胞浸潤を受けずに形態も明確

でしかもヘマトキシリンで染色され生きた幼虫であると

考えられるものが多かった．したがってこの筋肉内で見

られる幼虫は，幼虫独自の運動により筋肉内を移行して

来たものであろうと考えられた．

各種感染幼虫の体内移行経路については多くの研究者

により種々の報告がなされている．大塩・古田（1955)，

StoneandSimpson(1967）はＳ,γα"so，"ｉ幼虫が豚に

感染した場合，リンパ行性に体内移行を行なうと述べて

いる．しかし８．／MJe6oγ"ｉ幼虫のラット体内注入の

場合，注入１時間後の皮下組織に出血が認められ，また

６，９時間後の皮下組織血管腔内に幼虫が見られた．肺

においては感染１日目に移行した幼虫がみられるが，す

でに細胞浸潤を受けていた．５，６日目には血管腔内に

生きた幼虫が見られたことなどにより幼虫は血行性に移

行するものがあると考えられた．

以上のことからしてＳ､／Ｍ/e6o7wi幼虫が異宿主ラ

ットに注入された場合，一部の体内移行を行なうが，宿

主に存在する先天的な自然抵抗により寄生定着できない

ものと思われる．

一方ラット固有の寄生虫である８．γαがｚの注入感染

では，注入後１日目の皮下組織には大多数の幼虫は見ら

れず速やかに移行したことが分かった．わずかに残存す

る幼虫は細胞浸潤を受けずにヘマトキシリンでよく染色

され,形態も明確で障害が軽く生きていると考えられた．

次に肺では３，４日目に幼虫が見られたが，大多数の幼

虫は細胞浸潤を受けずに生きた幼虫と考えられた．また

SUM/ｅ６ｏ７ｗｉ注入ラットで観察された幼虫性肉芽腫は

全く認められなかった．しかし出血の所見は著しく強か

った．５日目では肺胞壁の肥厚，多形核白血球および好

酸球などの増加，浸潤が認められた．最終寄生部位の小

腸上部には注入感染後，３，４，５日と虫体が十二指腸

粘膜および粘膜下組織の腸腺腔内に侵入していたが，田

川(1960）が述べている腺組織の破壊，腸壁筋肉層下へ

の潜入などの所見は認められなかった．

この様に固有種，異種とでは宿主側の反応が異なる事

が判明した．異宿主に幼虫が侵入した場合，固有宿主に

なかった．一方宿主側の反応としては主に幼虫注入部周

囲および肺で著明であった．この成績は江口(1922)，鈴

木(1925)が犬鉤虫を使って実験した結果と一致する所が

多い．またLindquist（1950>はＮＷｏＷｏ,'９，V/"ｓ,"必

γ/ｓを異宿主のハムスター，コトンラット，モルモット

などに注入したが，いずれも成虫までは発育せずに，一

部は皮下および肺で幼虫性結節を形成して死滅，体内吸

収の経過を取るとの成績であったＳ､／Ｍ/g6o'７１ｉ幼虫

を注入した場合には，ラット体内では初め注入部位の皮

下組織で幼虫に対する反応が現われた．即ち感染幼虫注

入３時間目頃より強い炎症性細胞浸潤が現われ始め次第

に幼虫周囲に強くなった６時間目頃より幼虫のかなり

多数は密集し,その周囲に炎症性細胞浸潤をきたすこの

ような部位では幼虫塊は標本作製過程に剥離し，小嚢胞

様構造を残すものと考えられる．４日以後では注入部位

の幼虫発見数は著しく減少していた．したがって注入さ

れた多くの幼虫は，この皮下組織で死滅するものと考え

られた．しかしながら，血管内に侵入した幼虫や注入部

位から離れた胸部の筋肉内などに移行した幼虫はヘマト

キシリンの染色性もよく，虫体の構造にも著しい障害が

みられなかったので，障害の軽い幼虫が他部位へ移行し

て行くものと考えられた．大塩・古田（1955）は８．

７－α"so'"ｉを固有宿主の仔豚に経皮的に感染させた場合，

24時間後には感染部の皮下組織から殆んどが移動してし

まうが，家鶏では５日後においても皮膚内に幼虫の残存

をみとめている．またその際細胞浸潤も観察されたと述

べている．Abadie(1963)はＳ,（JzzP/を固有宿主のラッ

トに感染させると，幼虫は感染部位から３時間以内に移

動してしまうことを報告している．糞線虫の感染幼虫は

これまでの成績から考えても，異宿主へ感染すると固有

宿主に比べて感染部位に非常に長い間残存する事が充分

推測できた．この現象がＳ､,,lvoZα'"/やs・Ｐ,oQyo"/ｓ

が人体で皮層爬行症を起こす原因の１つではなかろうか

と考えられた．

肺への幼虫移行は感染幼虫注入１日目に見られ，前報

の実験よりは１日早かった．この幼虫はすでに強い炎症

性細胞浸潤により取り囲まれており，その他出血，軽度

な気管支炎が観察された．この所見は経日的に広範囲に

なり，また次第に強くなって行く．９日目になると，幼虫

および幼虫性肉芽腫形成が最も多く見られたが，以後こ

の所見は軽減して行く．しかし幼虫は５週間後において

も肺動脈内膜に侵入したまま石灰沈着をきたしている所

見が見られた．これらの所見は江口（1922)，鈴木(1925）

の犬鉤虫およびLindquist（1950）のNjPPosrﾉｰo"ｇｖＪＺ`ｓ

（４）
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５）サルの糞線虫でラットに注入感染を行なうと，注

入部皮下組織で強い彦出｣性の炎症』性反応を受け大多数の

幼虫は死滅するが，幼虫の一部は血行性に肺へ移行し，

また他の一部は腹部ソ胸部，腋窩部の皮下または筋肉内

に連続的に移動する．血行性に肺へ移行した幼虫の多く

は強い異物性炎症をうけ死滅し，また一部は肺胞および

気管支腔内に移動した．しかし腸管内への移行がなかっ

たところからみると，気管支腔内まで移動した幼虫も障

害をうけて死滅したものと考えられる．

稲を終るに当り御指導と御校閲を賜わった東京医科歯

科大学医動物学教室加納六郎教授，同大学難聴研究施設

病理部秋吉正豊教授，同佐藤喜一助教授，東京大学医科

学研究所寄生虫部田中寛助教授に深く感謝の意を表しま

す．またサルの糞線虫入手に御援助戴いた恩賜上野動物

園中川志郎，増井光子両氏に深謝致します．

比べて広く体内に移行するという種々の研究報告は人体

でも同様の現象が起こることを考えさせる．本研究では

注入部位における組織反応と，長期間続く肺の幼虫性肉

芽瞳形成と問質'性，胞隔性炎とが宿主側の組織反応とし

て特に注目された．人体に異種糞線虫が侵入した場合で

もこれらと同様な組織反応が起こることは十分考えられ

る．

今回行なった病理組織学的研究の結果からは，幼虫に

対する組織反応にアレルギーの関与を示唆しうる明らか

な形態学的所見をみることはできなかった．しかしなが

ら，アレルギーの関与に関してはさらに免疫学的側面か

らの検討がなされなければならないであろう．

おわりに

サルの糞線虫Ｓ〃o"gyJoMes/MJe6o'"ｉの感染幼虫

約10,000匹を異宿主ラットの右後腹部皮下組織に注入

し，経日的に屠殺して，ラットの体内に移行した幼虫お

よび幼虫に対する宿主側の反応を病理組織学的に検討し

て次の点を明らかにした．

１）右後腹部においては，注入後１時間目まで皮下組

織内に幼虫が散在しており，その部の組織には軽度の彦

出性炎が観察された．炎症は３時間目以後,漸次増強し，

幼虫ならびに血管の周囲に著しい白血球浸潤を起こし

た．また幼虫塊をいれていたと考えられる嚢胞状空隙が

観察された．６～９時間目には幼虫の一部は血管腔内に

侵入しているのが認められた．これら組織反応は２日目

以後減弱した．しかし４週間後においてもわずかながら

肉芽組織で囲まれた幼虫が存在した．

２）ラットの体表組織で幼虫が確認された部位は注入

部の鼠径部皮下組織のほかに腹部皮下組織および隣接筋

肉，大胸筋，肋間筋，腋窩皮下組織であった．臓器では

肺に幼虫が認められた．

３）肺への幼虫の移行は注入後24時間目より認められ

た．肺内の幼虫は漸次増加し，９日目に最高となり，以

後減少した．肺の変化は肺胞壁および気管支周囲などに

おける出血，小動脈壁の破綻，肺胞壁の細胞増殖，異物

肉芽瞳形成などであった．幼虫の１部は出血部の肺胞

内，気管支腔内，小動脈内，間質内などに認められた

が，他の１部は異物肉芽腫内にみられた．幼虫を有する

異物肉芽腫の数は９日目まで増加し，以後減少した．

４）最終寄生部位の小腸には，サルの糞線虫の幼虫の

移行は全く認められなかった．一方ラット固有の８．

７－αZzZ感染では３日目より腸腺窩に侵入寄生している幼

虫体を観察することができた．
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ＥｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆＰｈｏｔｏｇｒａｐｈｓ

lDispersedlarvaeinthesubcutaneoustissuewithserousexudativeinHammation、lOminutesafter

injection・Hematoxylin-eosinstain×9８

２ExudativeinHammationwithslightleucocyticin61trationinthesubcutaneoustissueandsomeof

larvaeundergoneleucocyticinfiltration，３hoursafterinjectionElastica-v・Giesonstain．×210

３Scatteredlarvae（arrows）ａｎｄprominentadhesionofleucocytestｏｔｈｅｗａｌｌｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｂｌｏｏｄ

ｖｅｓｓｅｌｓinthesubcutaneoustissuewithincreasedsero-purulentinHammation、６hoursafterinjec-
tion・Hematoxylin-eosinstain．×４９(）

４AlarvawithoutdamageinthesubcutaneoustissuewithrelativelymildinHammatoryreaction，
６hoursafterinjection・Hematoxylin-eosinstain×1,120

５Longitudinalsectionoflarvawithoutdamageandseveralleucocyteswithiｎｔｈｅｌｕｍｅｎｏｆｔｈｅｓｍａｌｌ

ｂｌｏｏｄｖｅｓｓｅｌinthesubcutaneoustissuewithmil〔lsero-purulentinHarnmation，６hoursafterinjec-
tion、Hematoxylin-eosinstain．×Ｌ１２０

６Transversesectionofalarvaandtwｏｌｅｕｃｏｃｙｔｅｓｗｉｔｈｉｎｔｈｅｌｕｍｅｎｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｂ]oodvessel

（arrow）inthesubcutaneoustissuewit}lmildsero-purulentinHammation，６hoursafterinjection
Hematoxylin-eosinstain．×１，１２０

７０bliquesectionofalarvasurroundedbyainHammatorycellsandtransveｒｓｅｓｅｃｔｉｏｎｏｆａｌａｒｖａ

ｗｉｔｈｉｎｔｈｅｌｕｍｅｎｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｂｌｏｏｄｖｅｓｓｅｌｉｎｔｈｅｓｕbcutaneoustissuewithexudativeinHamma-

tion，６hoursafterinjectionHematoxylin-eosinstain．×700

８Transversesectionofalarvawithiｎｔｈｅｌｕｍｅｎｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｂｌｏｏｄｖｅｓｓｅｌwithleucocyticinfiltra-

tionintheinHammatorysubcutaneoustissue，９hoursafterinjectionElastica-v、Giesonstain
×９８０

９Severalcystsinthesubcutaneoustissuewithmarkedleucocyticinfiltration・Thecystsprobably
containednumerousinjuredlarvae，２４hoursafterinjection・Hematoxylin-eosinstain．×245

10Asmallforeignbodygranu1omawithalarvainthesubcutaneoustissue，２daysafterinjection，
Hematoxylin-eosinstain．×９８０

１１Aforeignbodygranulomaconsistingofhistocytes，Ieucocytes，lymphocytesetc・Twotransverse

sectionsofthe］ａｒｖａｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｔｈｅｇranuloma，９daysafterinjection・Hemato‐
xylin-eosinstain．×９８０

１２Slightfibrosisandformationofforeignbody貝ranulomasinthesubcutaneoustissue，２weeks
afterinjectionElasticoa-v、Giesonstain．×28(）

l3Scatteredfibrosisassociateｄｗｉｔｈｆｏｒｅｉｇｎｂｏｄｙｇｒａｎｕｌｏｍａｓｉｎｔｈesubcutaneoustissue，３weeks
afterinjection・Hematoxylin-eosinstain．×９８

１４Asubcutaneousfibrosisandsmallforeignbodygranulomawithalarva，４weeksafterinjection・
Elastica-v、Giesonstain×３１５

１５ScatteredslighthemorrhageintheａｌｖｅｏｌａｒｌｕｍｅｎｓａｎｄｃｏｎｇｅｓｔｉｏｎｏｆｔｈｅｌｕｎｇＴｈｅｌａｒｖａｗａｓ

ｎｏｔｆｏｕｎｄｂｏｔｈｉnthealveolarlumenandtheperibronchialtissue，６hoursafterinjection、Ｈｅ‐
matoxylin-eosinstain．×２１０

１６Ａｔｒａｎｓｖｅｒｓｅｓｅｃｔｉｏｎｏｆａｌａｒｖａｉｎｔｈealveolarseptumassociatedwithleucocyticinfiltrationand

（１０）
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intraalveolarhemorrhage，２４hoursafterinjection・Hematoxylin-eosinstain．×420

17Ｒｅｃｅｎｔｒｕｐｔｕｒｅｏｆｔｈｅｗａｌｌｏｆｔｈｅｓｍallpulmonaryarteryassociatedwiｔｈｈｅｍｏｒｒｈａｇｅｏｆｔｈｅｌｕｎｇ，

２daysafterinjection・Elastica-v・Giesonstain×840

18Twoforeignbodygranulomas(arrows）ｗｉｔｈｌａｒｖａｅｉｎｔｈｅｓｅｖerelyinHamedperivascularconnec-

tivetissueThickeningofthealveolarseptaandscatteredintraalveolarhemorrhage，５daysafter

injection・Hematoxylin-eosinstain．×８４

１９Foreignbodygranulomawithalarvaintheperibronchialconnenctivetissue,５daysafterinjection・

Hematoxylin-eosinstain．×Ｌ４００

２０Ａｌａｒｖａ(arrow）ａｔｔｈｅｓｉｔｅｏｆｒｕｐｔｕｒｅｏｆｔｈｅｗａｌｌｏｆasmallpulmonaryartery，５daysafterin‐

jectionElastica-v・Giesonstain×490

２１Ｌａｒｖａｗｉｔｈｉｎｔｈｅｓｍａｌｌｂｒａｎｃｈｏｆｔｈｅpulmonaryarterybesidethebronchus・Perivascularandpe-

ribronchialleucocyticinfiltration，６daysafterinjectionElastica-v・Giesonstain．×420

22Foreignbodygranulomacontaininｇ２１ａｒｖａｅｉｎｔｈｅｌｕｎｇ・Cellproliferationandthickeningofthe

surroundingalveolarsepta，９daysafterinjection，Hematoxylin-eosinstain．×490

23Foreignbodygranulomaincludinｇ２１ａｒｖａｅｉｎｔｈｅｌｕｎｇ、Thelarvaeweresurroundedbynume‐

rousleucocytesandmoderatenumberofhistocytes，９daysafterinjection・Elastica-v・Gieson
stain．×４２０

２４Disappearanceofforeignbodygranulomawithlarva・Perivascularandperibronchialroundcell

infiltrationisnoticed，３weeksafterinjection、Hematoxylin-eosinstain．×８４

２５Ａｎｉｎｔａｃｔｌａｒｖａｉｎｔｈｅｆａｔｔｉｓｓｕｅｏｆｔhemajorpectoralmuscle・NodistinctinHammatoryreaction

tothelarva，２４hoursafterinjection・Hematoxylin-eosinstain．×300

26Anintactlarvacreepingintothemajorpectoralmuscle．ＮoinHammatoryreactiontothelarva，

３daysafterinjection・Hematoxylin-eosinstain．×1.500
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：Abstract：
、■■■■■■■■■■■■■■、□■■□■、、■■■■■■■＆■

ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬＳＴＲＯＮＧＹＬＯＩＤＩＡＳＩＳＩＮＴＨＥＲＡＴＩＮＯＣＵＬＡＴＥＤ

ＷＩＴＨＳＴＲＯＮＧＩＺＬＯＩＤＥＳＦＵＥＬＬＥＢＯＲＮ１．

２．ＨＩＳＴＯＰＡＴＨＯＬＯＧＩＣＡＬＳＴＵＤＹ

ＫＥＮＪＩＭＩＹＡＭＯＴＯ

(Depα,ﾌﾟﾉ"e"ＺｏｆＭ`iaJZZooZogy，Ｆα(Ｙ`//ｙｏ/YMM/c/,me，

ＴｏﾉbﾉｏＭｅａｉｃａＺａＭＤｃ"/αＺＵｉｍＭｍｙ）

ThepresentauthorinoculatedabouｔｌＯ,O00infectivelarvaeofSrγo"gyJolr`ｅｓ／MZe6o'一"j

intothesubcutaneousconnectivetissueoftherightposteriorquadrantｏｆｔｈｅａｂｄｏｍｅｎｉｎａｌｂｉｎｏ

ｒａｔｓｔｏｉｎｖｅstigatethefateoftheinfectivelarvaeandtissuereactionofthehost・

TheratswerekilledatvariousintervalsrangingfromlOminutesto35daysafterthe

inoculation、Tissueblocksweretakenfromthesubcutaneoustissueaswellasmusclesinthe

abdominalandthoracicregions，brain，submaxiUarygland，trachea，lungs，heart，stomach，

intestines，liver，spleen，kidneys，testes，nasalbone．craniumandsternum，andfixedinlO96

neutralformalin・TheblockswereembeddedinparaHinorcelloidinandsectioned、The

specimenswerestainedwithhematoxylin-eosinandinvestigatedmicroscopically、

１）Intherightposteriorquadrantoftheabdomen，thelarvaewerefounddispersedly

togetherwithaslightexudativeinHammatoryreactioninthesubcutaneoustissueuntilonehour

aftertheinjection．TheinHammatoryreactionbecameintensivegradually3hours］ater，

（１１）
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especially severer around the blood vessels and larvae. There were several cystic lumens which

seemed to contain the clumps of the inoculated larvae. Some of the larvae were found invading

into the small blood vesseles 6 to 9 hours later. The inflammatory reaction became reduced

after the 2nd day. Four weeks later some of the larvae were found within foreign body

granuloma.

2) The larvae were found in the subcutaneous tissue and/or subjacent muscle layers in the

abdominal and thoracic regions, whereas among the internal organs some larvae were detected

only in the lungs.

3) Migration of the larvae from the inoculation site to the lungs was noticed from 24

hours after the injection. The number of larvae in lungs increased gradually and reached its

maximum on the 9th day. Thereafter the number decreased. In the lungs, hemorrhage of the

alveolar septa as well as peribronchial tissue and rupture of the small branch of pulmonary

artery were noticed. The cellular proliferation as well as thickening of the alveolar septa and

formation of foreign body granuloma in the interstitium were also observed. Some of the

migrated larvae were found in the lumina of alveoli with hemorrhage, bronchi and small branches

of the pulmonary artery, and interstitium of the lung.

Some of them were enclosed within foreign body granuloma. The granuloma with the

larvae increased in number up to the 9th day after injection, and then decreased gradually.

4) None of the inoculated larvae, Strongyloides fuelleborni, emerged into the intestinal

lumen. On the other hand, the larvae of Strongyloides ratti injected into the subcutaneous

tissue of the rat reached the crypts of the small intestine from the 3rd day after the injection.

5) The present study revealed the following mode of infection : The majority of the

larvae of Strongyloides fiiellebor?ii were affected by a prominent exudative inflammatory reaction

in the subcutaneous tissue soon after the inoculation and killed. Some of them continuously

emigrated to the subcutaneous tissue and muscle layer in the adjacent abdominal and thoracal

regions. Other larvae gained access to the small blood vessels in the subcutaneous tissue, mostly

venules, and hematogenously reached the lung.

The majority of the larvae in the lung were subjected to conspicuous foreign body reaction

and killed. Some of the larvae passed into the alveolar and branchial lumens, but failed to

reach the intestine.




